
特別展示・
イベント

講 座 体験学習 その他

【特別展示】

天明噴火240年
資料特別公開

～8/20（日）

【秋季企画展vol.1】

見てびっくり！
長野原の縄文土器

9/16（土）
～11/5（日）

連続講座第３回
8/6（日）

「天明泥流から生還
した人たち」
講師：古澤勝幸

夏休み
体験学習
プログラム

●8/19（土）
「十分盃」の模型を
つくろう！
●8/20（日）
「勾玉」をつくろう！
●8/21（月）
江戸時代の道具で
油を搾ってみよう！

詳細はHP
をご覧くだ
さい！

●毎月最終土曜開催

「あつまれ！
ミュージアム
キッズデー」

■8/26（土）
「絵本の読み聞かせ」

■9/30（土）
「UFO（フリスビー）
をつくってとばそう！」

■10/28（土）
「絵本の読み聞かせ」

各10：30～・
予約不要、参加無料

詳細はHPでご確認ください。【 お問い合わせ／お申し込み：0279－82－5150 】

暑中お見舞い申し上げます。 「ミュージアムだより」第３号をお届けします。
夏休みが始まり、ミュージアムにもご家族連れで来られるお客様が増えてきました。災害を扱った博物館と聞くと、
子どもにはまだ難しいのかな？と思われるかもしれませんが、クイズシートや夏休みの体験学習プログラム、小さな
お子様でも楽しめるキッズデーもあります。この夏休みはぜひご家族みんなでお出かけください！
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＜予告＞
11月～3月は毎
月、学芸員講座を
開催します

びっくり！



シアターの映像に、妻が行灯に火を灯し、夜なべ仕事に励む夫に手

渡す場面があります。展示品の行灯と火打ち箱を基に、映像化された

シーンです。石と金を打ち合わせると生ずる火花を、「火口（ホク

チ）」に落として着火材に火を点け、その火種で行灯の火は灯されま

した。当時この着火材に使われたのが、ある植物の葉の裏側に密生す

る綿毛でした。その植物が、長野原町内にも生える「オヤマボクチ」

です。「ホクチ」が「ボクチ」に変化しました

が、「オヤマボクチ（御山火口）」は、「火口」

に由来する植物名です。この綿毛は、ソバ打ち

のつなぎにも使われています。

ミュージアムの展示品に見入りながら、山野

草に思いを馳せて見るのも楽しいですよ。

浦野安孫さん
（ミュージアム

サポーター）

ミュージアム（博物館）というと、ガラス

ケース越しに展示品を「見る」だけのところ、

と思っていませんか？ もちろん、それだけ

でも十分価値のあることですが、私たちはプ

ラス＠の体験を提供できないかと日々、試行

錯誤しています。たとえば「触る」。春に開

催した「土器ドキ＊ウィーク」というイベン

トでは、ホンモノの縄文土器に触ったり抱き

かかえたりできるようにして、重さや肌触り

を感じてもらいました。また、夏休み体験メ

ニューにもある「江戸時代の道具で油搾り」

では、展示品と同じ形の複製品でエゴマを搾

ることで、当時の人と同じ「音」や「匂い」、

「味」を知ることもできます。

ミュージアムに来た

ら、五感をフル活用し

て愉しんでみてくださ

い！（藤野）

天明噴火240年連続講座、
好評開催中です

ミュージアム

私のイチオシ！
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●「居家以（いやい）岩陰遺跡」
（貝瀬）の発掘調査に関する講
演会を開催します！

國學院大學により進められている「居
家以岩陰遺跡」の発掘調査では、縄
文時代の埋葬人骨が多数発見され
るなど、全国的にも注目を集めていま
す。調査報告を兼ねた講演会を下記
のとおり開催します。

日時：9/9（土）13:30-15:30
会場：長野原町住民総合センター

大ホール
参加無料・事前申込み不要
定員200名（先着順）

展 示 品 こ ぼ れ ば な し Vol.03「見る」だけじゃない愉しみ方

オヤマボクチの花
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